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演者：　　前多　敬一郎　教授 （農学生命科学研究科）
演題:　 ほ乳類の生殖を支配する神経内分泌メカニズム：70年来の謎が解けるか？
　ケンブリッジ大学のGeoffrey Harris（1913年 - 1971年）が、ラットをもちいた数々の実験から、視床下部の神経分泌細胞が下垂体門脈血中に分泌する因子によって、下垂体前葉ホルモンの分泌を制御していることを予言したのが1940年代である。その予言にしたがってGuilleminとSchallyが数々の視床下部ホルモンを発見し、1977年のノーベル医学生理学賞を受賞したことは周知の通りである。1960年代には下垂体ホルモンの測定法が開発され、当時ピッツバーグ大学にいたKnobilは、基底レベルの黄体形成ホルモン（LH）がパルス状の分泌を示すことを発見し、このパルス頻度が卵巣の活動を制御する上での、重要な因子であることをサルで明らかとした。一方、排卵を引き起こすLHの一過性の大量放出、サージ状分泌は、卵巣から分泌されるエストロジェンの正のフィードバック作用が引き金となって起こる。パルス状とサージ状、この2つの分泌が脳によってどのように制御されているか、Harrisの予言から70年を経て、今ようやくその全貌が明らかになろうとしている。神経ペプチド、キスペプチンを中心に解き明かされようとしているメカニズムの歴史と現状についてお話ししたい。
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